
社会復帰訓練所
第５期指定管理者の募集について

令和８年１０月 1



１ 社会復帰訓練所の概要

【記載例】
地図や写真 など
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１ 社会復帰訓練所の概要
（１）施設における事業の概要

①就労継続支援Ｂ型（定員２０名）

■利用実績について

【施設の目的】

令和７年度令和６年度令和５年度

２８名３１名３４名契約者数
（年度末の人数）

３４名３７名３８名利用者数
（年間実利用者）

３，９３４日３，９６１日３，９００日利用日数
（年間総利用日数）

※イラストはイメージ
になります。

一般企業等での就労が困難な障害の
ある方に対し、生産活動その他の活
動の機会を提供するとともに、就労
に必要な知識や能力の向上を図るた
めの支援を行う福祉サービス。

在宅の障害者に対して、創作活動や生活能力の向上のために必要な訓練、就労に必要な知識
及び能力向上のために必要な訓練、求職活動に関する支援等一般就労に向けた支援の提供等
を行い、もって利用者の自立の促進や在宅生活の質の向上を図ることを目的とします。
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１ 社会復帰訓練所の概要
（２）施設における事業の概要

②就労移行支援（定員１０名）

令和７年度令和６年度令和５年度

１名２名３名契約者数
（年度末の人数）

３名３名８名利用者数
（年間実利用者）

３１６日３８５日５７０日利用日数
（年間総利用日数）

■利用実績について

③その他の業務
・利用者の健康・安全管理に関すること
・施設の維持管理に関すること
・その他施設の設置目的を達成するために必要な業務

一般企業等への就職を希望する障害の
ある方に対し、就職に必要な知識や能
力の向上を図るとともに、職場実習や
求職活動支援、就職後の定着支援を行
う福祉サービス。
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２ 社会復帰訓練所の収支
令和７年度令和６年度令和５年度

〇
収
入

6,6506,6506,650指定管理料
25,54425,47522,743給付費・利用料他
4,5484,8934,208就労支援事業収入
2,724177377その他

39,46537,19633,978収入小計

令和７年度令和６年度令和５年度

〇
支
出

26,68232,25031,863人件費
2,9964,2762,392事務費
1,6031,7241,694事業費

000事務局経費
4,5294,9114,381就労支援事業

0725277その他
35,81043,88540,608支出小計

令和７年度令和６年度令和５年度
3,655-6,689-6,630収支差益

（単位︓千円）

利用者の特性上、支援計画どおりの日数
で通所できないことが多く、稼働率が低
くなり収入が安定しない。 5

給付費や利用料は施設利用者数等に左右される
ため、収入が安定せず、赤字が生じる場合があ
る。

※千円未満の端数の関
係上小計が各項目の合
計とずれている場合が
あります。



【活用にあたっての課題】
３ 施設運営における課題

〇施設の稼働率に係る課題①
・障害特性により、支援計画どおりの日数で通所できないことが多く、稼働率が
低くなりがちである。
〇施設の稼働率に係る課題②
・当該施設が開所した当初と比較して、地域における就労移行支援事業所、就労
継続支援Ｂ型事業所が充足され、利用者が事業所を選択する幅が広がってきてい
ることから、利用者の確保が困難になってきている。

※障害福祉情報サービスかながわにて確認（令和８年９月１日時点）
※当該施設及び他の指定管理施設も含む

〇施設の稼働率の問題③
・最寄り駅から徒歩１０分程度かかることなど、施設利用者がアクセスしにくい
立地となっている。

宮前区中原区高津区障害福祉サービス
１施設６施設５施設就労移行支援
４施設１７施設１８施設就労継続支援Ｂ型

■当該施設の周辺事業所数
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【活用にあたっての課題】
３ 施設運営における課題

上記の課題等により、給付費収入が安定せず、
収支にも影響が生じている。

〇人材確保に係る課題
・離職が多く、人材確保・定着が困難な業種である。
・職員が離職した際に当初想定した支援が困難になる可能性がある。
・新規業務を開始する場合なども、当該業務に係る人材確保が困難となっている。

〇施設の特性に係る課題
・精神障害の方を多く受け入れていることから、支援に係るノウハウを有する法
人が限られる。
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４ 社会復帰訓練所の公募の状況

応募状況指定管理者指定管理期間区分

１社
社会福祉法人
聖風福祉会

平成20年４月１日から
平成25年３月31日まで

（５年間）
第１期

１社
社会福祉法人
聖風福祉会

平成25年４月１日から
平成30年３月31日まで

（５年間）
第２期

１社
社会福祉法人
聖風福祉会

平成30年４月１日から
令和５年３月31日まで

（５年間）
第３期

１社
社会福祉法人
聖風福祉会

令和５年４月１日から
令和10年３月31日まで

（５年間）
第４期

︖次期指定管理者
令和10年４月１日から
令和15年３月31日まで

（５年間）
第５期
（予定）

（１）これまでの指定管理者

これまで同一法人からの募集のみであることから、応募者確保に向けた対応策の
検討が必要である。 8



５ 指定管理者の募集
（２）第５期指定管理者募集スケジュール（案）

令和９年４月下旬 募集の告示 募集要項・仕様書の配布

令和９年５月下旬 参加書類の提出期限

令和９年６月下旬 選考

令和９年１０月上旬 議会議決審査

※現時点での想定スケジュールです。変更となる場合があります。

令和１０年４月～ 第５期指定管理期間

引き継ぎについて
施設の特性を踏まえ、６
か月間の引継ぎ期間を確
保する。
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６ ＰＰＰプラットフォーム意見交換会
御意見をお聴きしたい事項
〇 参画するにあたっての課題や障壁等

・現在、公募における応募法人が１法人にとどまる状況が続いています。
・指定管理者として参画を検討する際に課題となる事項や、参画する上での障壁等
について御意見をお聞かせください。
■業務内容・運営体制について
（仕様で定める障害福祉サービス、定員、その他の業務について等）
■人材確保について
（管理者、サービス管理責任者、支援員の確保の難しさ等）

■収支・経営面について
（利用者数変動リスク、老朽化による修繕費等）
■その他

〇 利用者ニーズを踏まえた施設運営のアイデア（他都市での取組など）

・精神障害者の方を多く受けていることや、同地域に障害福祉サービス事業者が複
数存在すること等を踏まえ、次の点をもとに、収入向上のためのアイデアを教えて
ください。
■利用者確保に向けた取組 ■稼働率向上に向けた取組、
■新たなサービス展開や事業内容の見直し
■民間事業やのノウハウを活用した運営手法 ■他自治体における参考事例
■その他 10



６ ＰＰＰプラットフォーム意見交換会
御意見をお聴きしたい事項

※本事項は、施設運営のあり方等について幅広く意見交換を行う
ための議題です。現時点で民営化に関する具体的な検討が進めら
れているものではありませんので、御承知おきください。

〇 指定管理以外の手法（民営化等）による運営の可能性と課題

・当該施設の今後の運営のあり方を検討する上で、仮に指定管理以外の手法（民営
化等）を選択した場合に想定される課題や懸念事項について、御意見をお聞かせく
ださい。
■サービス提供について
（想定しているサービス内容と現在のサービス利用者の継続利用、定員の確保、
精神障害者への専門的な支援の方法、地域ニーズへの対応等）
■人材確保について
（支援力の向上、人件費高騰への対応、人材育成・技術継承等）
■経営・収支について
（利用者数の確保、人員配置計画、経営計画、稼働率の維持、建物・設備の維持管理等）
■運営形態について
（民間単独運営の可能性、一部業務のみ民間が担う可能性、官民の役割分担のあり方等）
■その他

・その他 施設全般に関する御意見、御提案
〇 御意見・御提案
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第４期指定管理募集時の資料

７ 参考

別添資料１
社会復帰訓練所施設指定管理者募集要項 令和４年８月

別添資料２
「社会復帰訓練所」指定管理仕様書

担当部署
川崎市 健康福祉局 障害保健福祉部 障害者施設指導課

電 話 ０４４－２００－０８７４
メール 40sidou@city.Kawasaki.jp
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御意見よろしく
お願いします︕

mailto:40sidou@city.Kawasaki.jp

